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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

子どもたちが主体的に英語に興味をもって関わることができるよう、絵本や写真、玩具など

の素材を用意した。さらに、外国人講師との日常的な交流に加え、世界の料理を給食で提供

したり、外国人講師の母国の様子の動画を視聴したり、実際に海外と中継をつなぐ活動を取

り入れたりすることで、他国の文化や人々の暮らしに触れる機会を設けた。

外国人講師が常駐し屋内の自由あそび、戸外遊びを行う。

3～5歳児クラスを対象に月ごとにテーマを決めてそのテーマに関して英語で接する機会を作

り、週に1回外国人講師がより理解が深まるよう英語のレッスンを行う。

大田区上池台5-11-17

社会福祉法人つぼみ会

英語

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

私共の保育園は外国人講師が常駐し日常の生活の中で子どもたちが英語や外国の文化に触れ

ることにより、子どもたちが興味関心を持ち主体的に活動が広がることを期待してこのテーマ

を設定した。

66-1097

上池台保育園



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

英語の会話だけでなく歌やアクティビティなどを通して自然と子どもたちの語彙が増えてい

き、知っている言葉が増えていくことや挨拶などの会話できることにより子どもたちの意欲が

高まっていった。また言語の習得だけではなく映像や給食等をつうずいて外国の文化を体験

することにより、そこでの経験が他の遊びにもひろがっていっている姿も見られた。今後も

より子どもが主体的に探究し遊びがひろがっていくような関わりを外国人講師と連携して取り

組むことが重要だと感じた。

外国人講師と一緒に戸外活動や室内活動を楽しむ。

毎月1か国をテーマに、その国の文化や料理、遊びについて子どもたちと一緒に調べ、体験す

る活動を行うことで、五感を通してさまざまな国の文化に親しむ。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

英語を大人が教え込むのではなく日常の中で外国人講師が関わったり英語や外国の文化に増

えっることができる環境を構成したことで子どもたちは自発的に興味をもち英語に触れるこ

とができた。また海外との中継を通して日本と外国の違いを感じたり疑問を持ったりとそこ

で生まれた興味を自分で絵本を読んだり図鑑で調べたりと探究する姿もみられた。

活動の様子が分かる写真　2枚以上を貼付してください。

（HPなどで公開する可能性がありますので、公開可能なものを使用ください。）


